
＊司会：

　これよりパネルディスカッションを開催させていただきます。会場の皆様は、速やかにご着席くださ

い。パネルディスカッションのテーマは『地球環境問題と自動車・同部品産業の課題―電気自動車かハイ

ブリッド車か？―』です。司会は小林英夫、早稲田大学日本自動車部品産業研究所長・早稲田大学国際学

術院教授です。パネリストは大聖泰弘、早稲田大学次世代エンジン研究所長・早稲田大学理工学術院教授、

高橋武秀、社団法人日本自動車部品工業会副会長専務理事、李　春利、愛知大学経済学部教授、Paulo 
Carlos Kaminski、サンパウロ大学教授、劉　剛、南開大学経済学部教授です。パネリストの皆様舞台へご
登壇ください。

小林：皆さん大変お疲れのことと思いますけれども引き続き、これから一時間ちょっとですけれどもこれ

まで受けました基調講演２本と報告３本を前提にいたしまして、それを材料にしながらシンポジュウムを

開きたいと思います。テーマは、ここに書かれてありますように、将来の日本の自動車産業および自動車

部品産業がどういう方向に向かうのか、そうした中で産学官連携というものをどういう風にしていくの

か、どういうことが求められるのかということについて議論を深めていきたいと思います。

　最初に、私が今日論議したい論点は３つございますが、あらかじめ、キーワードを申し上げれば「環境」

「自動車産業」「自動車部品産業」「産学官連携」というこの４つのタームでございます。論議したい点は

第一に、21世紀日本の自動車産業、日本を含めた世界の自動車産業はどの方向に向かうのか。タイトルの

中にＥＶかＨＶかという話ございましたけれども、それ以外にもいわゆるエンジン性能、燃費の向上まで

含めて、どういう方向に将来向かっていくのかということを最初に議論します。第二の議論はそれを前提

にして、自動車部品産業はどう変わっていくのか、あるいは変わる可能性があるのか、あるいは変わらな

ければならないのかというその問題について議論します。そして最後に、そうした変化に対応してどうい

う組織が必要になるのかということを最後に議論して、全体的に今後の方向性が設定できればと思ってお

ります。

　私司会を担当いたしますが、時間の関係もございますので各人最大限発言は、３分と言おうと思ったん
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ですけれども、それはちょっと無理かもしれないので５分ということにします。タイムキーピングに関し

ては私が絶対的権限を持つということになるので、ひとつよろしくお願いします。ただカミンスキさんは

例外でして、通訳が入りますので掛ける２ということになるわけでございます。

　では、最初になりますけれども、自己紹介を兼ねながら、ハイブリッドかあるいは電気かということだ

けじゃなくて、エタノール燃料まで含めて全般的に議論して結構でございますけれども、日本のあるいは

世界の自動車産業はどうなっていくのかということを論議します。皆さんの方から見ると左の方になりま

すけど、大聖先生から高橋先生、あ、これからは先生という形じゃなくて全部さんという形で統一させて

いただきますけれども。大聖さんから高橋さんへとそれぞれお願いいたします。よろしくお願いします。

大聖：はい。それでは私今司会の方からご紹介ありましたけども、私は主に技術論的な視点からまず

ちょっとお話をさせていただきたいと思います。２ページお願いします。今世界の石油の６割を運輸部門

で使っていまして、CO２としては23％が運輸部門から出ていると。こういう状況でありまして、2050年で

半減ということですが、先進国では８割減らさなきゃいけないという状況の中で、じゃあ運輸部門は８割

減らせるのかということが問われると思います。

　３ページお願いします。これは色んな自動車の構成比ですけれども、乗用車が半分、ここではあまり物

流に関わるトラックの話は出てきておりませんけれども、トラックは非常に重要な今後の燃費の改善の

テーマを持っていると思います。４ページお願いします。ディーゼル車は排ガスがまだクリーン度が足り

ないということで、これから2010年代の半ばぐらいまでにまだまだクリーン化が必要だと。その後は燃費

で勝負と。ガソリンエンジンも私はずっと生き残っていくと思います。ここ10年、20年ぐらいは。その中

では、やはり燃費で勝負していくということになります。

　５ページお願いします。そこで燃費基準が設定されておりまして、これはもう日米欧の燃費競争が今展

開されているという状況になります。６ページお願いします。これが ICCTという国際組織で試作したも
のなんですけれども。今日本が勝ってますけれども、ヨーロッパ、先ほどの小枝さんの紹介にもありまし

たように、非常に高いCO２低減目標を掲げています。2020年で95グラム、ゆくゆくは70グラムという値

も出てきております。それから、その後を追うようにこれからアメリカも頑張ってくるんだろうと思いま

す。７ページお願いします。そんなことで、エンジンの技術としてはやはり燃焼技術、それから燃料を改

質していく、それから後処理、こういうようなもので三位一体となって、あと２割、３割ぐらいの燃費の

改善は可能だろうと思っております。

　８ページお願いします。そこでＥＶですけれども。電気自動車、ハイブリッド車、燃料電池自動車、

ちょっとポンポン押して行ってください。これが出てきてまして、この10数年を振り返ってみますとやは

り日本が部品レベルも含めて一番真面目にやってきて、製品化に成功したなあと思います。これからその

過去の実績を踏まえながらさらに進展していってもらいたいと。ちょっとどんどん押していってくださ

い。こういうことだなと。

　９ページお願いします。そこで、これからは比較的小さい車にＥＶ化が進むだろうと思います。ここに

ちょっと色々挙げましたけれども、技術は今日本は金ぴかです。ただしコスト的にはかなりお高い。これ

を10年ぐらいでどうやって下げていくかということが問われていると思います。この10年が勝負だという

ふうに強調しておきたいと思います。10ページお願いします。これもそうですが、普及の初期に当たって

はやはりそれなりの先導計画も必要ですし、それを我々一般ユーザーがウォッチしながら、本当にこれ買

えるかなという風な気持ちにさせるのに、私は10年かかるんじゃないかなと思っております。
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　11ページお願いします。これはちょっと手前味噌ですけれども、こういった小さいバスにも小さい電池

を積んで、床下で非接触で充電を急速にやるというシステムを我々開発しておりまして、公共交通機関と

してもこういうものが必要ではないかなという提案であります。

　12ページお願いします。そこで、ガソリン・ディーゼルをベースとしたままそれをハイブリッド化して

いくということ。そうすると色んな要素技術が絡んできますけれども、これは技術面はやはりまだ日本は

リードしていると思います。ちょっとまた押してください。ただし、燃費は改善するけれどもコストが高

くなるということ。もう一つ押してください。はい、13ページお願いします。それとハイブリッドもやは

りまだまだ、電気自動車ほどではないですけれども、普通のガソリン車よりもまだ割高だということで、

それをどうやって縮めていくかということが問われていると思いますが。現在自動車メーカーとバッテ

リーメーカーが結局は提携してその車に合ったバッテリーを開発しているんですけれども、結局そういう

構図というのはやはり割高にならざるを得ないなと思います。それからヨーロッパの際立った動向ですけ

れども、ここ２、３年はハイブリッド技術に力を入れるようになりました。それは先ほどのCO２の規制

が非常に強化されるという見通しだったからであります。

　14ページお願いします。次に軽量化です。15ページお願いします。つまり車の私最後の低燃費化の決め

手は軽量化だと思っておりまして、高張力鋼ですとか軽金属、プラスチック、こういったものをどうやっ

てうまく素材として活用していくかということなんですね。今日は部品というものが一つのテーマになっ

ていますけれども、部品を構成する素材、材料。これも実は日本がすごく強いです。そういった総合力で

勝ち抜いていくということが必要なんではないでしょうか。16ページお願いします。軽量化では、やはり

良い循環をもたらすであろうということで。軽量化しますとエンジン小さくて済みます、モーターも小さ

くて済みますと。で小さくなるとまた軽くなりますんで、好循環をもたらすと。そういった要素技術を全

体に取り込むような発展があるだろうと思います。

　17ページ、これは先ほど小枝さんもお示しになりましたけれども、私と傾向的に大体同意見ということ

でありますが。ハイブリッドで大体CO２半分に減るんですけれども、さっき言いましたように2050年で

80％になりますと、ハイブリッドだけでは足りないんですね。それ以外の何がテーマになるかといいます

と、やはりＥＶを入れていくとか、車の軽量化を一層進める、それから後でバイオの話があると思います

けど、ちょっとオが抜けてますけれども、バイオを入れていく。日本はちょっとバイオの資源賦存量はそ

んなに多くないものですから、なかなかたくさんは入れられませんけれども、補完的な役割を担うかと思

います。18ページが最後のスライドですけれども、先生５分大丈夫でしょうか。

小林：もうそろそろです。

大聖：（笑い）これが最後なんですが。だいたい2020年から2050年を目指して、ちょっと押していってく

ださい。まず従来の車はハイブリッド化も含めてどれくらい稼げるかと言うと、まあ２割からゆくゆくは

５割ぐらいまで稼げるかなと思います。それから非化石としてバイオと電気と水素でさらに３割ぐらいや

ると。それから車の利用のあり方ですね。先ほど時津さんがおっしゃいましたような情報通信、そういっ

たもの。それから我々自体のカーライフスタイルをちょっと変えてゆくようなうまい仕組みですね。そう

いったものを取り組んでいけば、８割ぐらいはいけるんじゃないかなと思っています。これにもやはり先

進技術で日本がリードするという役割を担う必要があると思っております。どうもありがとうございまし

た。
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小林：どうもありがとうございます。もっとお話ししていただきたいんですけれども、簡単に言いますと、

やはり既存のガソリンエンジンの燃費性能の向上からＨＶ、ＥＶに行って、まあ究極的には恐らく燃料電

池ということになるんでしょうが。その場合のポイントは軽量化とコストと、それからバッテリー性能の

向上という問題がポイントだと。つまり総合力で勝負しなきゃいかんという、こういう結論だと考えます。

大変刺激的なご発言だと思います。

　引き続き同じ問題で高橋さんにお願いしたいんですが。ちょっと大聖さんもそうなんですが、すみませ

ん、簡単な自己紹介と一緒に兼ねながらやっていただければと思いますので。じゃあ高橋さんのほうから

お願いします。

高橋：えー、謎の人物と申します（笑い）。自動車部品工業会の専務理事をやっておりまして。その前は

運輸省にいたり経済産業省にいたり。運輸省は２年間しかいなかったんですが。ただ自動車交通局にいた

という、そういう経歴の持ち主であります。今回実は、私は日本にいなかったはずなんです。だから最初

に小林先生からお誘いがあった時に、僕すみません、デトロイト行ってますと言って。いないはずだった

のに、デトロイトでアメリカの業界が落ちぶれてしまって、デトロイトで会議費がなくなっちゃうという。

で急遽出れるようになったという。こういう無駄話をして５分間費やしていいのかという、若干反省をし

つつ申し上げておきます。

　要するに自動車部品関係の業界って今そういう状態だということですね。アメリカの業界は何故忙しい

かと言うと、アメリカ政府から金を引っ張り出すのに走り回っていると、こういう状態だということが端

的に表れていて。私がここにいるのはアメリカ政府が部品業界に金を出し惜しみしているから私がここに

いるんだという、こういう状況だということで。

　今日の話のＥＶかＰＨＶか、はたまたバイオかとこういう話なんです。若干個人的に偏見がありまして、

私エタノール、メタノール系のアルコール、含酸素燃料っていうの嫌いなんです。何故嫌いかというと、

散々っぱら、特に在来の車の中に含酸素系の燃料をぶちこんでアルミが溶けた、ゴムが溶けたという騒動

を起こしてくれたというのが随分あって。それで法律抱えて役人時代に走り回っていたという経験がある

ものですから、こいつは質が悪いという非常に根強い偏見を持っております。

　それから水素なんですが、これも昔水素の研究開発官のところで補佐をやっておりまして。その時に、

その当時はまだ水素吸蔵合金で水素を貯めるというやり方でした。何回も何回も水素吸蔵合金の中から出

し入れしていくと、吸蔵合金がさらさらになるんですね、砂になってしまう。何で？って言って当時うち

の科学技術研究所から来ていた人に話を聞いたら、要するに一番小さい原子が金属の格子の中を通り抜け

る時にずたずたに切ってしまうと。これはどんな物でも一緒ですよと、こう言われた経験がある。だから

私水素嫌いですということをちょっと前提で申し上げておくと。

　そういう偏見がある上で次世代自動車ということを考えると、実は私自身の頭の中の選択肢というのは

かなり絞られていて、ＨＶ、ＰＨＶ型の、要するに在来の燃料を使ったガソリン系、石油系燃料の内燃機

関をどうやって燃費を上げて良く使うか。それといわゆるハイブリッドのシステムというのはこれらのエ

ンジン系統に、変な言い方なんですけれどもオマケをくっつければいいだけなんで、比較的技術的な対応

が簡単だと思っているということ。既存の燃料供給網も割と使いやすいし、技術的にもそう大きいジャン

プはない。ただし電池の方のジャンプが大きければ大きいほど、ＰＨＶ、プラグインハイブリッドの形に

近くなり、まあどちらかというとかなり電気自動車に近い運用の仕方ができるハイブリッド、コンバッ
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ションエンジンということになるので、それが一番現実的で、あと20年ぐらいだったら持つかなというよ

うな感じを私は個人的には持っています。

　メタノール、水素と、特にメタノールは、すみません、傍らにおられるのでこういうことを申し上げる

のはあれなんですけど。少なくともガソリンエンジンに混ぜ込んで、むやみに無定形に使うというのはあ

んまり賛成ではない。危険性をきちっと認知させないで使うというのはいかがなものかと思っているとい

うところがあります。

　で、ＥＶなんですが、ＥＶは少なくとも今の電池のレベルだと電池を運んでいるんだか人ひとりを運ん

でいるんだかさっぱり分からんと、こういうことになっているんで。昔運輸省にいた時に経済計算をやっ

たことがあって。その時は商用車を念頭に置いてやりましたから、全く話にならなかった。多分その状態

は商用車の世界ではほとんど変わらないんだろうと思っています。

　今僕らの業界にとって大変なのは、ＥＶだＰＨＶだＨＶだと言って、色んな人が色んなコンセプトの車

をわっと打ち出していて、変な言い方なんですが鮭の卵と一緒で多産多死型になってしまっている。色ん

なところで色んなものを作れと言われて、多分バタバタ死ぬんだろうと思うんです。当たりくじに当たっ

た人はいいんだけど、スカのくじを引いた人がどういう目に遭うのかというのが非常に、業界・団体的に

は大きな問題だということであります。スカのくじを引いた時でも研究費をちゃんと払ってくれていれば

いいんですけれど、あるいは借金せずに出せる程度ならよろしいんですが。そのリスクが非常に高い。

　冒頭申し上げたように、アメリカの企業が日本人と会議をすることさえできないというほど貧乏になっ

ていますから。要するにこれはどこの業界も一緒で。少なくとも悠々と研究・開発費が出せるという業界

は、非常にうちのメンバーではごくごく限られてきている。ところが多産多死型でいろんなことせにゃな

らん。そうするとその一社の手にも余るという状況に多分なっておって。そのリスク負担をどうするんで

すか、という問題がこの話には常につきまとっている、というのが一つ大きい話かなと、私どもとしまし

てはね。というようなところですね。当座の感想を。

小林：ありがとうございます。やっぱり部工会専務理事としてのふさわしい発言をなさっているなという

印象を非常に強く持ちながら、いつも通りの「高橋節」を僕は横で聞いているんですけれども。簡単に言っ

ちゃうと、既存のエンジン効率を高めて行くという方向でじっとやりながら、あんまりジタバタするなと

いう大変厳しいお言葉だろうと思いますけれども。またこれから本音が色々出てくると思いますから、後

で期待することにして、次行きましょうか。李さん、同じ要領でよろしくお願いします。

李：大変難しい話で、私の知識ではついて行けるかどうか不安ですが。愛知大学経済学部の李春利と申し

ます。中国の自動車業界を中心に。今から約20年前に最初にこの話題に関わったんですが、当時日本での

反応は、あれ？中国に自動車産業あるの？どんな車あるの？というふうに聞かれるんですが。未だに日本

で知られている中国の車はまだ答えられないのが一つ悔しいところであります。それが恐らく宿題になっ

ていくでしょう。

　それから1994年にアメリカのＭＩＴ、そこに国際自動車研究プログラム、例の「リーン・プロダクショ

ン」を生み出したあの研究チームですが。に加わって、ようやく中国の重要性に気付き始めて、それから

15年お付き合いしてきたわけですけれどね。全体の感想としては、今日先ほどの基調講演、それから各報

告聞いた中で私としての感想は、恐らく技術としての日本とそれから市場としての中国。その組み合わせ

が次の10年20年、もしくは30年を左右してくるのではないかと思うんですね。昔は世界の工場だった、今
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度は世界の市場、そのうち世界の頭脳というのもあるんですけれどね。

　そういう流れの中で、要するに自動車と石油のカップリングは、これ20世紀の工業文明の基本形をこの

出会いが作り上げたわけですが。今噂されている第三次産業革命の主役は何なのかと、ようやくここまで

来たわけですね。だから僕の基本的な認識は、第二次産業革命の担い手であった国々、これはアメリカ

だったりドイツだったり日本だったりするわけですが、恐らく要素技術の開発、特に新技術の開発はこれ

らの国を中心に生み出していくでしょう。これまで100年間の実績があるわけですからね。

　ただ、それを先ほど大聖先生がおっしゃったように低コスト化、あるいは大規模化、それから産業化、

商品化する場合は、やっぱり市場に近いところでないとこれがなかなか普及しないと。技術は生み出して

いくんですが、これが高嶺の花でなかなか普及しないと。その意味では、中国がむしろ今よく世界のア

リーナとか、アリーナでしたっけ、競技場と言われているんですけれどね、何でもありという世界なんで

すね。だからその場合は要するに生き残れるかどうか、あるいは高嶺の花で終わってしまうかどうかは中

国市場でまず試してみなさいと。

小林：李さん、中国市場を前提にした場合に、要するに私が聞きたいのは、現在と将来ということを考え

た時に、中国市場を前提にして考えた時にどうなりますか？ガソリンで行きますか、ＥＶで行きますか、

電気で行きますかということについて、簡単に簡潔に、ちょっと言ってください。

李：えーと、ユニークで決まらないと思う。何でもありだと思います。中国は常に重層的な、先ほどの時

津さんの海みたいなね、みんなが１つで行くということはありえないと思いますね。だからその中で生き

残れるかどうかは、本当にその技術が試されるんであって。そのコストなり、ユーザーの受け入れ度合い

とか、恐らくユーザーのイメージで行かないところが多いんじゃないか。また修正されたりするわけです

からね。そういうことがあるんじゃないかと思うんですが、そこで、時間大丈夫ですか。

小林：いや、もう時間なくなりました。

李：あ、もうなくなったんですか。また後で戻ります。

小林：どうもありがとう。やっぱり中国は何でもありの世界だから、何でもあるんだと。だから電気もあ

ればハイブリッドもあれば、様々なものがあると。しかしその動向を決めるのは中国の巨大な市場なんだ

という、大変明快なお答えを出されていると思うんですけれども。さらにそれを後でまた発展させていた

だこうと思っていますが。

　次行きましょうか。ブラジルからいらっしゃったパウロ・カミンスキさんですね。通訳、隣にいるのは

私のゼミの学生のソニアです。通訳をお願いしました。じゃあカミンスキさん、あなたに二倍の時間をあ

げますから、今の問題、将来の自動車産業はどういう方向に行きますか。ブラジルの観点で答えてくださ

い。

カミンスキ：こんにちは。日本語ができなくて申し訳ありません。日本語だと「こんにちは」しか知らな

いので、お詫び申し上げます。小林先生、本日のシンポジウムにお招きいただき大変光栄に思っておりま

す。本日はフレックス燃料車と、サトウキビからのエチルアルコール、つまりエタノールについて発表さ
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せていただきたいと思います。バイオエネルギーは輸送、特に自動車において、経済的に実行可能で環境

的にも持続可能な代替物であり、石炭燃料に代わって利用できます。現在ブラジルではサトウキビからで

きたエタノールが一番使われている燃料で、経済的にも環境的にもいい、最も期待されている材料です。

ブラジルでは、エタノールが２種類作られています。hydrousとanhydrousです。hydrousはボリューム別5.6％
の水分を含む一方で、アネイドロスには基本的に水分が入っていません。hydrousは純エタノールがフレッ
クス燃料エンジンを搭載された自動車エンジンを動かすために使われ、anhydrousはポンプに至る前にガ
ソリンと混合されています。

　ブラジルは世界中で新エネルギー産業用の農業にかけては比較的優位を持っています。アメリカと違っ

て食糧産業と競争しない利用可能な新しい土地や牧地も数多くあり、熱帯地方なので多毛作も可能です。

　ブラジルでは、ガソリンに代わる大規模でのアルコールの利用は1975年に国立アルコールプログラムで

始まりました。1983年に自動車に20％のアルコールがガソリンと混合されていました。それ以来、サトウ

キビからのエタノール生産力は毎年３％増えてきています。ブラジル全体の30％以上のサトウキビ生産は

サンパウロで行われています。

　サトウキビからできたエタノールの効能を判断するための１つの基準は、ガソリンへの代替のメリット

を取り上げることです。まずサトウキビエタノールは石油ガソリンと対象的に再生燃料です。エタノール

の燃焼から排出されたCO２は、サトウキビの栽培の時に光合成によってまた吸収されていきます。トウ

モロコシなどといったような作物からのエタノール生産には多量の化石燃料が必要なので、エネルギーバ

ランスは０から１をわずかに超える数字です。

小林：はい、どうもありがとう。今のご発言ありましたように、ブラジルにおいてはかなりエタノールが

中心的になるわけで、それはCO２の問題で言えば環境に優しいエネルギーということになる。カミンス

キさんの結論からすると、それを十分に使って環境に優しい自動車産業を作ることができるのだというご

主張だと思います。大変明快な、私のような英語ができない人間でもよく分かるご主張だったと思います。

続きについては、あとでまたお願いしたいと思うんですが。

　こういう形で色々な意見が出ましたけれども、今日の基調報告をなさった小枝さんにちょっとお伺いし

たいんですけど。今のような議論のやり取りの中で、小枝さんご自身のご意見をいただけませんでしょう

か。ちょっとマイクをそちらの方に。

小枝：一番発散したところで何か言えというのは難しいですね。産業としてはある意味じゃ困るんでしょ

うけど、多分全てのことをやらないとダメだと思っています。私申し上げましたように、ここ20年ぐらい

の間はやっぱり数から言ったら一番多いのは今の内燃機関エンジン。これで改良した技術のかなりの分、

あとそれからＥＶ、ＨＶ、エタノールも全部必要だと思いますが。

　我々自動車屋から言うとエタノールの対応というのは、高橋さんのこともありましたけど、実はそんな

に難しくなくて、これは100％エタノールの対応というのもできると思います。それからＨＶ、ＥＶと行

きましても、部品点数が10分の１になるというのは誰が計算したのか分からないんですけれども。確かに

エンジンと排気装置はなくなりますけど、それ以外の部分は全部残ります。それから大聖先生ご主張のよ

うに、一番効くのは軽量化です。それから私が申し上げたいのはもう一つ、車は走って事故を起こします

ので、安全も確保しないといかんというようなことなんで。現状の部品メーカーさんの大部分が力を入れ

ておられるエンジン、排気以外の部分というのは全て生きるわけですから、これは生かしていきたいと。
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　それで将来の姿としては分かりませんが、予想をすればハイブリッドはハイブリッドの部品屋。電気自

動車は電気自動車の部品屋。ただしそれはここ数十年の間ではマジョリティにはならないと。マジョリ

ティはやっぱり内燃機関エンジンということだと思います。

　ただ、マジョリティにはならないというのも誤解されるといけないんですけど、一番今の中の後発の電

気自動車につきましても、多分10％ぐらいは最低行くんではないかと。ちょっとそれでも大風呂敷なんて

言われますが、10％というのは、年間に今の全需でも600万台です。20年後だと1,000万台に近くなります。
というようなことです。ハイブリッドは別で、数はもっと多くなると思います。ガソリンエンジンはさら

にもっと数が多くなるということなんで、研究開発、部品メーカーは大変だという話ありましたけれども、

一緒に努力して、すべてをバランスよく開発させるということが必要だと思ってます。

　それから最後に余計なことを申し上げますけど、車というのは使い方でCO２の排出量が変わりますか

ら、それは政府とか産官学の連携が必要ですが。それでいかに使い方の効率を良くするかというようなこ

とが大変重要だと、そういう気がいたしました。

小林：ありがとうございます。それでは同じ質問になりますけれども、今日基調講演なさった経産省の保

坂さん。最初のところでこの問題出されていたので、今日の討論の経過の中でどのようなご意見をお持ち

ですか。ちょっと簡単にお話しいただければと思います。

保坂：今まで伺っていても、どこの車がいいのかというのは現時点で決まらないし決められないというこ

となんだと思うんですけれども。仮に今全体着目されているものが、ちょっとバイオ燃料を置いておくと

既存車からハイブリッドに行って、ハイブリッドから電気に行くというような一連の流れのように見える

わけですね。見えるんですけど、ハイブリッドからＥＶに行くところが画期的な技術かどうかっていうの

はちょっとよく分からないんですが。

　ＥＶのところでリチウム電池の問題点がもし解決されて、値段が下がって、走行距離というものが例え

ば300㎞、400㎞というのが実現される画期的な技術がもし開発されることになったら、しかもそれで原子

力発電の夜間電力が使えますというようなことになれば、それは内燃の車というものから多分電気に一気

に移行するという時代が来るんだと思うんですね。ところが、それが可能性があるのかないのかというと

ころで次の見解が分かれてくるんだと思うんですよ。

　そうなってくると今の既存技術のもの、それから技術の常識的なところから行くと、それが無理なん

じゃないかということから発生して、使い勝手のいい、安全性の観点から言っても一番使い勝手のいいガ

ソリン車の時代がしばらく続くということなので。そこの見解の相違が色んなものを生んでいくと。

　で、そうすると今度は日本の自動車産業的に行くと、私はこの国の自動車産業、どこの会社ということ

じゃなくて産業全体が世界のNo.１にいることというのを、電気とは違う世界をちゃんと行くんだという
ことだとすると。全部に張るのか、ある特定のものに張っていくのか、どうするのかというところに行き

着いては。我々としてはそれは各社さんの戦略による部分が非常に大きいので、各社さんの戦略にある程

度従いながらやるわけですけれども、国としてはありとあらゆるところに行ける準備をしていかなきゃい

けないということなんですね。

　李さんがおっしゃっているように、しばらく中国・インドのマーケットでの戦いが主戦場になるんだと

思うんですね。そうなった時に、当然安い車とかいうのが中心に動きながら、次の世代のマザーマーケッ

トとして日本とヨーロッパ・アメリカで試したものが中国に行って行われるといった時に、一体どこで行
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くのか。その時にすり合わせなのかモジュールなのかということをおっしゃる方もいれば、それはプロセ

スイノベーションなのかプロダクションイノベーションなのかと言っている方たちもいて。本当にすり合

わせの対極としてモジュールというのがあるのかどうかも良く分からないわけですから、非常に混沌とし

ている中で、ありとあらゆるものに張っていくと。

　その時に、今小枝先生が言ったように国としては色んなものに対応できるようにインフラの整備等を備

えて、まずマザーマーケットとしての日本のマーケットをやった上で、その全体のシステムとして世界に

売っていくということができれば。先ほど言っていたインテルのMPUなのか、マイクロソフトのOSな
のか、ウィンテルモデルなのか分かりませんけれども、というのができるのかなあと考えている次第であ

ります。

小林：ありがとうございます。結局は今保坂さんが言われたことの結論になってしまうだろうと思うんで

すが、これはかなり日本というものを強く意識されたご発言のようにお見受けするわけで、この問題を終

わるに当たって、途中で私、中断させてしまいましたが、李さんですね。中国の観点から見た時に今の保

坂課長のご発言をどう受け止めるのかということをちょっと簡単に、今度時間制限やっぱりあるので、す

みませんがやっぱり５分以内でお話してください。よろしく。

李：スライドを少し貸してください。５枚目がいいかな。実は、中国と一言で言ってもいろんな市場がご

ざいまして、その中では同じ自動車で言ってもまだ色んなランクがあると。それから先ほど言った、時津

さんが出した本当にblue oceanみたいな、海洋みたいなとこで。それが地盤のメーカー潰せるかというと、
過去20年自動車化を中国のお役所が一生懸命潰そうとして、数が減るどころかまた増えちゃったんですよ

ね。電気自動車も今全く同じ局面を迎えてまして。政府は一生懸命規制を加えようとする、それでもしぶ

とく生き残るんですよね。

　この傾向は僕は多様性と呼んでいますが、これは市場としての多様性、地域の多様性、それから技術の

多様性、色んな選択肢があるわけですね。だから、どの市場を狙っているのか。僕は中国の中にも３つの

世界があるという表現をしているんですけどね。まず第一の世界は北京、上海、深センと。第二の世界は

中部とか東北とか。第三の世界は政府とか。昔鄧小平が毛沢東の３つの世界の世界を、あれを中国にその

まま当てはめるような産業構造になっているわけですね。だからこの世界をね、今このスライドで示しま

したようなことですね。

　だから今問題は、この1.7億台、これ二輪車、それから農業用車。今の車でも、中国では Ji Dong Che 
Liang（機動車輌）と言うんですが、Jiというのは発動機の機なんですね。発動機で動く車輌は、トータ
ルで1.7億台あるんですよね。その1.7億台は結局、1.7億トンの燃料を炊いてしまったと。この現状をどう
対応するのかは、もちろん何を使うのかよりは、これは外交の問題とか言われたんじゃなくて、中国自身

の問題として今ようやく真剣に考え始めたわけですね。だから改革開放以後、あるいは50年代頃から60年

経ってもこの状況はそのまま行き続けたので、しかも計画経済の中でですよ。で、今市場経済になったか

らもっと規制が難しくなっていると思うんですよね。

　だからこの現状を踏まえてこれから、要するに何か日本のように経産省が音頭を取ったらみんなさっと

行くとか、そういうことはないと思うんですよね。だからこの地域はＥＶが良ければＥＶで。その地域は

例えば、エタノールはないけども、エタノール部分的にあったんですけどね、東北には。その地域に合っ

たものがあればいいわけで。政府としてはむしろね、国民がそれに乗って喜ぶならばまあ容認してしまう
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というところは。ただ安全性のね。小枝先生がおっしゃってたように安全性とか環境性能とか、そういう

コアなところはこれが譲歩できないわけで。むしろ基準とか技術標準とか規制を加えるなら、そのへんで

しっかり規制してもらって、その上に乗っかる部分はもう少しふんわりした形でいいじゃないかと思うん

ですけどね。以上です。

小林：どうもありがとうございます。まあこれで第一の問題は終わりにしますけれども、結論を一言でい

えば今後どういう方向に行くのかというのはもちろん日本国内の問題としては非常にある面でクリアに合

意できる面はありますけれども、お隣に、これから世界で第一の自動車生産大国および販売大国になる中

国があるわけで、この存在を加味して考えていく時に、それに対応する日本はどういう方向性を取らなけ

ればいけないのかというのは、これは知っておかなければならない重要な問題だと私は思います。最後に

李さんあえて振ったのは結論は出ませんけれども、そういうファクターを考えながら我々は動かなければ

ならないだろうと考えたからです。この点でまだ色々と議論したいこともあるんですけれども、ここで打

ち切らせていただきます。

　次の第二の話題に移らせていただきたいと思います。それは何かと言いますと、これまで述べた大きい

流れあるいは変化の中で、日本あるいは世界の部品産業はどうあるべきなのかという問題になりますけど

議論していきたいと思います。今度の発言はやっぱりトップバッターは高橋さんにお願いして、その後大

聖さんに発言していただいて、カミンスキさん、できたらその点に関してブラジルの観点からお話してい

ただいて、最後李さんと。そういう方向でちょっと展開させていただきたいと思いますので、時間、大変

申し訳ないんですけれども５分を守る形で。それじゃあ高橋さんからお願いします。

高橋：部品産業がどうあるべきかと言われて、答えが出せるようならここにいないという。いやいやまあ、

と言うか、多分うーんといって黙りこむのが日本の部品屋さんで、そんなことはどうでもいいから金をな

んとかしてくれというのがアメリカの部品屋で、自動車部品産業かくあるべしと言って滔々と演説をぶつ

のが欧州だと。多分こういう世界じゃないかなと思うんですね。これ、要するに自動車部品屋の成り立っ

てきた経緯が色々と違うから、というところがあると思うというのが一つ。

　それからあの、もしＥＶもしくはハイブリッド系、要するに電気によった車のことを想定して、部品産

業いかにあるべきかと言われたら、それは恐らくみんな黙りこくってしまうというのが正しいと思うんで

す。経験したことないですから。経験したことないところで何とかしろと言われている。

　あるいは先ほどの報告の中で某社はもう仕事なくなるんじゃないの、と言って思いっきり冷やかしてい

ると。そういうことされると株価が下がるからやめてくれと私は言いたいんだけど。大きい声で言わない

でくださいねという。要するにエンジン回りの人はＥＶ化というのは相当深刻な話だし。そうじゃない人、

特に内装系の人たちは、この間ＮＨＫのテレビでもやってましたけど、インド人が株買いに来る、アメリ

カのファンドが株買いに来るから嬉しいなみたいな、そういう感じに多分なってしまうと。恐らく反応は

様々で、部品産業かくあるべしというのは多分一言では言えない。

　で、あるとすれば、研究開発能力をどういう風に維持をするか、あるいはどういう形で外の研究開発能

力を取り込むか。すごく変な言い方なんですけれども。ベンチャーだろうが大学発ベンチャーだろうが、

埼玉県の産業振興公社で面倒見てるところでも何でもいいんですが、あるいは自前でもいいんですけど。

Ｒ＆Ｄの能力とそのへんの顧客先がどっちを向いて走っていきそうだという情報をきちっと取り込んでそ

れに対応する。固有の技術にこだわるも良し、新しい会社を買ってしまおうでも良し。そのへんの対応の
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能力と資金力をどうやってキープするかというところが一つ大きいポイント。

　それともう一つは、先ほども多産多死と申し上げたんですけど、恐らくしばらくの間は多品種少量生産

の時代が続くと思ってるんですよね。多品種少量生産の時代に、絞り込みがかかった大量生産時代の生産

モデルを念頭に置いて、生産の方にどかっと金をつぎ込むというのはかなりリスキーな話で。やっぱりど

ちらかというとある部分では試作に徹する。試作からちょいちょいとした規模が増えるというようなレベ

ルだということが結構長くかかるという覚悟をしてやらなきゃいけないし、多分それをやっていくと銀行

が金を貸してくれるかという次の問題が出てくるという。この話はどんどん、非常に金融システムまで巻

き込んだ複雑な話になるんですよ。だから５分じゃ済まないんです（笑い）。

小林：後でもう一回回しますけど、こういう事例がある、あるいは、例えばエンジンパーツの生産をして

いる人でハイブリッドというものを様々な観点を考えて、こういう新ビジネスというか、ビジネスストラ

テジーを立てて、こうして成功したケースがあるというようなことがもしあれば、それをお話していただ

ければなという期待がなかったわけではないです。そのへんについては５分オーバーしちゃってるから、

また一巡したところでまたお願いしますけど。では、大聖先生のほうに回します。よろしく。

大聖：先ほど言いましたように電気自動車、多分本格的な普及は10年かかると思うんですよね。ですから

10年の間に何を考えるかということで。今日はその話というよりは、やはり自分自身の得意分野というの

をどういう風に上手く活用していくかということを考えればいいのではないかなと思います。

　それから先ほどリチウムイオン電池の話、保坂さんされましたけれども、実はポストリチウムイオン電

池の研究開発というのも今細々とですけども始まりつつあるわけで。これはやはりリチウムイオン電池だ

と限界があるんですね。ですからあと10年、20年は大丈夫でしょうけど、じゃあ2030年以降の電池という

もののあり方というのは、もう何倍も性能のいいものが出てくるかもしれませんし、そうするともう燃料

電池というのがもう背中が見えてくるという、そういう状況になるかもしれません。ですからそういうも

のをウォッチしながら、自分の今やっているところをどうやって展開していくかという戦略で変えていく

と。そういうことが非常に重要だと思います。

　それからもう一つ、先ほど小枝さんおっしゃったように情報技術。これをやはり取り込んでいくと言う

ことが非常に重要だなと思います。車というのは使い方でかなり燃費も良くなったり、排ガスも良くなっ

たり、あるいは利便性、そういったものにも IT技術、ITSというのが非常に重要な役目を果たして行く
だろうということですね。

　それからもう一つ、やはり部品で脅威なのは値段だと思うんですね。やはり新興国で、性能が７割から

８割くらいでも値段が半分だとそっちに飛びついてしまう、そういうゾーンがあると思います。それとど

ういうふうにして共存していくかということだと思いますけど。私は勝ち組とか負け組じゃなくて、そう

いう何ていいますか。必ず購買層は下から上までありますから、そのどこを狙っていくのかというのが非

常に大事で、それを見誤るとバッティングしちゃうということですから、どうやって共存共栄の道をうま

く得意分野を活かしながら探っていくのかと。これは自動車メーカーもそうですし、素材もそうですし、

部品もそうじゃないかなという気がいたします。ただ一番下の値段を３分の１というところは、あまり足

を踏み込みますとずぼずぼっと行っちゃうということじゃないかなと思います。

小林：ありがとうございます。時間ぴったりでお話ししていただいて、大変ありがとうございます。こう
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いう問題を踏まえて、カミンスキさんにお話しいただきたいんですが。ブラジルにおける、まあ自動車部

品産業というのは色々あると思うんですけど、特に環境との関係で言いますと、エタノールを使ったエン

ジンの開発とかそういう問題でさまざまな経験を持っていると思うんですけれども。フレックスエンジン

ですね、ＦＦＶですか。そのへんのエンジンの開発の問題と環境問題でもしご発言できることがあったら、

簡単にご発言願えればありがたいですが。いかがですか。

カミンスキ：一つ言わせていただきたいんですが、まずBRICsという国は先進国と違って、将来は絶対
にＥＶになるかということは言えないんです。各消費者ごとに違う趣味などがありまして、ブラジルだと

自動車の価格、値段が一番重要だと思います。フレックス燃料車だと問題になっているのは、エタノール

の使い方によって部品と接触したら部品が腐食しやすいので、それは一つ気がかりなところです。部品開

発だと、2009年にボッシュは新しいシステム、低温の始動システムを市場に出しまして、そのシステムの

おかげでガソリンタンクがエンジンを回す必要性がなくなってきましたので、環境に優しくて快適に利用

できるシステムができたと思います。続きまして、2009年の３月にホンダが世界初のフレックス燃料オー

トバイを市場に出しました。私にとってはハイブリッドとＥＶ車の将来性に対して一番重要なのは、自動

車の走行距離の問題なんです。

小林：どうもありがとうございます。まさに今色々議論されている問題のなかでは最後のところであげた

エタノールの問題ですが、そこと絡んでくるんで、どうもありがとうございます。まさにその通りだと思

います。それでは同じ問題で、BRICsの中心国である中国ということで李さんのほう、ちょっとどうぞ。

李：じゃあスライドお願いします。７枚目です。結論から先に申し上げますと、これから基幹部品の多

く、モジュール化が進むことになるだろうというのが私の見方であります。現に中国でそれは始まってい

ます。

　ガソリンエンジンではありますが、有名な三菱のエンジンが瀋陽で作られていて、上海デルファイがそ

れを組み付けしやすいためにチーム作業がデルファイベースでやって、ＥＣＵというマイクロコンピュー

タコントローラーの装置を、そのあたりデルファイが実際にいて。だから三菱はハードウェアやるんです

が、むしろデルファイはソフトウェアの方でサポートすると。それからエンジンビジネスの、ガソリンエ

ンジンの世界があったんですが、今度ＥＭＳサービスといって、エンジン・マネジメント・システムと呼

ばれる。電気自動車、つまりエコカーの世界にも手を挙げ始めたと。

　だからむしろ新しいことは周辺から始まる可能性は高いと。プレイヤーは同じであっても、なかなか日

本のような国はもうできすぎてしまっていて、壊してまでもう一度やると大変なことになるので、かえっ

てエンドユーザー８割の中国とかインドでやった方が早いと。あるいは実験的にですね。そういうのが一

つあります。

　全体の流れとして、まあ先ほど言ったのは一つの例ですが、恐らく、私の恩師である東大の藤本先生で

すが、自動車はインテグラルアーキテクチャの代表例だということで、これがＥＶになっていく場合はど

う変わるだろうというのがみんな知りたいとこなんですけどね。モジュール化が進むのは多分一つ確実

じゃないかと思うんですが。そこで大きなトレンドとして出てくるのは、垂直分業から水平分業へと。現

に始まっているわけですね、日本以外で。まあ日本国内でもだいぶ進んでいるんですけどね。

　そこでよく自動車産業の中にいる人たちは自動車産業を特殊だと思っている傾向があるように思いま
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す。もう少し全体のことを比較したらもっと良く見える、分かるんですけどね。例えば携帯電話の世界は

中国、世界の４割、５割ぐらいを握ってるでしょ。そのパッケージを提供しているのはアメリカだったり

韓国だったり、そのあたりがたくさん殺到しているわけですね。液晶テレビでも半導体でも、要するに隣

の産業の経験の記憶も素直に受け止めた方がよろしいかと思います。Ｚ

　最後に、恐らくオープン・イノベーションの話が。自動車産業に当てはまらないと言われるんですが、

もしこれからそういう製品が変わって行った場合は、むしろオープン・イノベーション、あるいはオープ

ンな取引がより一般的になってくるのではないかと思うわけですね。現に中国では、先ほど言った例もそ

うですが、別の意味での後発の利益として、デザインハウスに委託したりとか、大学に委託したりとか、

海外のエンジニアリング会社に頼んだりとか、そのあたり本当に多様な、あるいは多層な研究開発、もし

くは部品取引の世界が周辺からもう先に、そんなに時間はかからないと思うんですけど、先に始まるん

じゃないかという気がいたします。以上です。

小林：大変貴重な発言ありがとう。今ＥＶ化、ＨＶ化の議論をしてますけれども、もちろんそれと深く連

動しながらも、部品のモジュール化、言ってみれば系列的な生産とは違った組み合わせ的なアーキテク

チャが広がっていくだろうという見通しですよね。これは特に中国なんか、あるいは中国だけじゃない

様々な日本以外のところで進んでいっていることに日本の部品企業の人たちは目覚めるべきだという、こ

ういう発言になろうかと思います。大変厳しいんですけど。

　それとの関係で、私の友人でもあり今回中国からご招待している南開大学教授の劉先生に、ちょっとそ

の辺のご発言をお願いしたいと思います。よろしくお願いします。

劉：中国の南開大学から参りました、劉剛と申します。私個人的な意見なんですけれども、自動車産業の

今後の発展の方向は、やっぱり市場需要によって決まるんじゃないかと考えています。今既存の伝統的な

自動車を代替できるものを考えると、やはりハイブリッドじゃないかと思います。でもこれから新しく発

展される市場を考えると、やっぱり電気自動車じゃないかと考えます。

　例えば中国の農村地域に関しては、もうすでに大幅に電気自動車を使うようになりました。中国では最

近３万人民元の電気自動車を開発したんですが、日本円に換算すると大体40万円ぐらいなんですけれど

も、1ヶ月でもう三万台ぐらい販売しました。農村地域の消費者にとっては、今までガソリン自動車を使っ

たこともないですから、こういう動力とか技術的問題はあまり考えていません。ですから、中国の農村地

域だけを注目すると、やっぱりこれからは電気自動車が注目されて結構売れるんじゃないかと考えていま

す。

　ですから、これからの発展方向としても、こういう電気自動車方面での先進的な技術を、高い値段の電

気自動車の開発というよりも、低価格の電気自動車の開発に使える、そういう技術が必要じゃないかと考

えています。本日のパネラーの方々は、こういう問題をどう考えているんですか？皆さんのご意見をぜひ

お聞かせください。

小林：質問したと思ったら逆にこちらの方に質問が来たので、ちょっと困惑している、というのが正直な

ところです。その質問は一手に、部工会専務理事の高橋さんにお答えいただくということで、最後この問

題について閉めていただこうと思うんですが。高橋さん、できたら日本ではこういう新しい事例があるん

だ、こんな形でやってるんだということも、もし含めてお話しいただければと思いますので、５分ほどで
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簡単によろしくお願いします。

高橋：今の話の中で、ガソリン車を知らない人だから動力どっちでもいいんだよねというのは、これは実

は非常に真っ当な議論でしてね。どうやって安価なモビリティを獲得するかという時に、全くインフラが

白地であるということを前提にすれば、一番安い、電気だろうがガソリンだろうがディーゼルだろうが、

そこは最も安価なところにということで。その安価なものを提供したのが、多分鉛蓄電池ベースの電気自

動車。ゴルフカートに毛が生えたようなやつだろうと思うんですね。それで十分じゃないかというのは、

それはもう全くおっしゃる通りなんですよ。

　特に中国のようにマーケットが巨大で、かつ所得階層の分離が著しくて、インフラの整備の状況も各地

域地域で違う。そういったようなところであれば、ある意味多産多死型ね。鉛蓄電池のゴルフカート型か

ら、時速200キロで何十キロも走れるリチウムイオンを使ったものすごく高い車でもいいし、ガソリンで

もいいし、という。

　都市のインフラ整備と合わせて色々とものを考えることができるという意味で、先ほど李先生がおっ

しゃったように巨大な実験場だという感じはします。で、巨大な実験場で何回か行われる各種の実験に、

日本の部品産業がどこまで付き合うかというのが。日系のメーカーさんがどこまで、そのマーケットセグ

メントのどこを追求されるのかというのが１つ。

　それから日系メーカーとは別に、中国の国内で自活していくために、どういうマーケットセグメントに、

ブランド名を隠してかブランド名をそのままに残してかという問題はあるけれども、付き合うかという。

研究開発と商品開発の世界ではかなり難しい決断というか判断を日々積み重ねていかなきゃならないとい

う問題だろうと思います。

　ただいくつかこちらにとって怖いのは、中国のＩＰ、Intellectual propertyに対する保護状況が。その何
か新しいものを出したところをすいと持っていかれてすぐ違うものを、先ほどちょっとありましたけれど

もカローラそっくりさんみたいなね。要するに、そういう世界にどこまで付き合うんですかというところ

が、非常に恐ろしい世界ではある。で、それが多分新しいものを中国のマーケットに突っ込んで行く時に

非常に怖い部分。で、多分みんなそのリスク８割、マーケット美味しそうというのが２割。営業は多分そ

の比率が逆転して。技術部隊は２：８の世界が、営業と開発とで比率が違うというところがすごくアンビ

バレントなところ。会社の中でアンビバレントという。でもそういう状態になってるんじゃないかという

のが私の観察ではありますけれどね。

小林：どうもありがとうございます。大変短い時間に、もうあえて付け加える必要ないと思いますけど、

日本部品企業の対応という点では大変明快な方針と問題点を出されたと思います。もう繰り返しません。

もうちょっとこの点で議論したいんですが、時間がございません。残りあと10分という大変厳しい時間制

限の中になりましたので。

　最後に産学官、これまで議論したような問題を踏まえて、産学官連携の中で、産、学、官それぞれがど

ういう点に留意すればいいのか、あるいはすべきなのかということで、今度は右の方から行きますけれど

も、カミンスキさん、李さん、高橋さん、そして大聖さんとこういう形でお願いしたいと思うんですが。

時間に大変限りがございます。各自３分でお願いしたいと思いますが、カミンスキさんは６分ということ

になると思いますので。よろしくお願いします。

カミンスキ：私の個人的な意見なんですが、今のところで将来のことを考えて想定するのは非常に難しく
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て、それ以上は言えないと思います。

小林：分かりました。まさにそれが正しい解答だと思うんですけれども、私を非常に苦しめる回答でもあ

るということを一言だけ申し上げさせていただいて。後でゆっくりお互いに議論するという約束をしてい

ただいて、次の李さんのほうに移っていただきたいと。よろしくお願いします。

李：スライドお願いします。６枚目です。時間ありませんので、結論を先に言います。先ほど飛ばしたん

ですが、下から三行目のトンネル・ルートというのは、東大の定方先生が我々の大学でお話して。要する

に資本主義的な発展をしたら、中国も日本・ドイツ・アメリカの真似をしたら大変だ、中東問題も解決し

ないだろうと。そこでトンネル・ルートというのが出て。どうやって産業資本主義をバイパスして、もう

少し社会全体のベネフィットを大きくするというのは。国際社会はここまで協力関係が出来たので、もう

少し大きい話しましょうよと。国別じゃなくてですね。地球・環境問題、まさにこれなんですが。

　それからニーズの話がずいぶん出たんですが、ニーズがベースというのは間違いありません。ただその

他に、例えば制度の設計とか政策の協調、場合によっては先ほど自動車課長さんもおっしゃったように、

技術標準のところの協調とか、何でもデファクトで決めるんだと。これは日本が得意なところなんですけ

どね、自動車産業もデファクト・スタンダードですから。もう少しデジュールで行こうよと。事前にリス

ク回避できるところ、資源の無駄を省けるところは事前に政策協調をやって。

　技術標準を作る場合もね、カミンスキさんの話に私は賛成です。要するに、これまで20世紀は何でも一

つだと。グローバル・スタンダードと。世界は一つだと。みんなまあ、アメリカか日本か分かりませんけ

どね。だからもう少しローカルなスタンダードとかオリジナルなスタンダードとかあって、もう少し階層

的にあって、付き合えるところは付き合ってって。全然日中だけじゃないから。韓国もあるし、台湾もあ

るしね。それから家電の世界とか電子の世界、完全にそうで。あの世界をもう少し勉強しようよというの

が、私の実は本当の願いであるわけですね。

　最後に６ページ一番上のところは、これはアメリカの人が言っているんですが。金融危機後の新しい世

界市場は大不況を凌いだ者が制するのではなく、ゲームのルールを変えた者が制するんだと。つまり、た

だ我慢してくぐり抜けたところじゃなくて、新しいゲームのルールをみんなできるところで、無理のない

ところで考えるべきじゃないかと。部品メーカーもこれまでのようにあまりカーメーカーに気を遣わず

に、遣いすぎないように（笑い）。自分はもう少し背伸びしてもいいじゃないかと思うんですね。以上です。

小林：分かりました。付け加える必要のない、大変明快なご意見だと思います。それじゃあ高橋さん、お

願いします。

高橋：日、米、欧州の自動車部品産業の現状と言った時に、確かに今アメリカの部品屋ってへたばりかけ

てるんですけど。実はアメリカにもとっておきのリソースというのがあって、軍事予算ですよね。だから

パーツだとか、キーになるコアのテクノロジーのところの開発予算に軍事予算がどーんとなだれ込んでく

るっていうことになると、これはまず勝てないんですよ。圧倒的に。それが一つ。

　で、片一方の方で、ヨーロッパが今得意だとしているのは、自分ができる範囲のところできちっと標準

化をしてしまおうという流れが片一方の方にあって。で、でもこれ矛盾だよねと言って奴らがどこかで叫

ぶと、何となくぐちゃぐちゃっとなってしまうという、そういう問題がある。変な話なんですけど、ヨー

ロッパを旅行する時にコンセント一つ、いっぱいアダプターを持っていかなきゃいけないというすごくめ
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んどくさいことが起こるんですけど。電気自動車の充電装置一つ取ったって、200Vなのか100Vなのかと
色んな問題起こるんで。

　多分その辺の標準化の部分、先ほどおっしゃったように無駄な投資はしたくないんで、標準化できると

ころは標準化をさっさとやってもらわないと。それで標準化が進めばある程度ロットが出るんで、多量生

産型の従来の生産モデルでいけるんですけど。今みたいに技術があっちゃこっちゃに飛んでいて、という

状態になってくると、やっぱり相当無駄な投資をせざるを得ないというところがありますんで。その投資

原資をどうするか。これはやっぱりこちらの研究開発予算だとか、試作開発の経費はちゃんと払ってくだ

さいっていうのが一つ、OEMの方には申し上げなきゃいけないし。
　学会の方に、学会あるいはそのリスクをいくらか下げる報酬法として、やっぱり中小・中堅どころが

持っている面白いシーズをどうやって見つけるか。こちらが。見つけて、上手に、申し訳ないけど使わせ

てもらうというルート付けが、極めてこれから先重要だろうと思っていて。そういう目で見ると産学連携

というのも、学を仲介にした産産連携みたいな。そんなようなところが一つ、これから非常に重要になっ

てくるのかなあと。やや私は中小企業に肩入れが過ぎるって言われるんですけど、中小・中堅どころで面

白い技術、技能を持っているところいっぱいありますんで。そういったところをどうやって拾い上げてい

くかというのが重要なんじゃないかと思っています。

小林：ありがとうございます。最後は大聖さんなんですが、ちょっとその前に。丸上さん、今の問題に関

して何かご発言あります？パスでいいですか？それじゃあ最後になりますけど大聖さんの方で、今と同じ

質問をお願いします。

大聖：私ども大学のやはり教育研究をやる立場から申し上げますと、今2020年を目指している技術という

のは実はもう手の内にあるんですよね。ですからそれはまあ粛々とコストダウンを図りながら量産すれば

いいという世界になりますので。実はそれより大事なのは、2030年をステップにして、2050年をどういう

風にして展望するかということで。まだ技術としては未熟、まだ生まれたばかりの、そういったものはあ

まり見つかっていないような技術があるかもしれませんけれども、それにやはりチャレンジしていくとい

うのが、日本の先進性を高めていく一つの大きなポイントだと思います。

　そのために、今産官というお話がありましたけれども、産学官ですよね。それの取り組みが非常に必要

で、どういう風に官がそういった研究の支援を強化していくかということが、実は非常に重要なポイント

だと思います。日本の車が出しているCO２というのはですね、実はグローバルに見ますと１％でしかな

いんですよね。ですからまあ、将来0.5％、あるいは0.15％にするぐらいのことは、努力としては国として
やらなきゃいけないんですけど、そうじゃなくてもっとグローバルな視点で。世界のCO２を減らすとい

うことが地球環境に関わる貢献ですから、そういう視点が必要ではないかなと思います。

　そういう風に考えると、やはり人材をどうやって育成していくかというところにかかるわけですから、

我々そういう人材を育成していく上で自動車産業、あるいは部品産業が魅力的じゃなきゃいけないんです

ね。夢がなきゃいけないということでありまして。例えば私の卒業生、今年新卒で色んな技術分野に活躍

を求めて巣立ったわけですけれども、彼らがちょうど2050年に65歳の定年になるんですよね。ですから、

本当に今から何を始めるかということが実は非常に重要で、それは2020年じゃなくて、私は2030年以降の

技術をどうやってやるかという戦略が必要だななんていう風に思います。
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小林：どうもありがとうございます。実はもっとこの問題を続けて議論していきたいんですけれども、残

念ながらお約束の５時半が来てしまいました。もっと色々議論したいというのができなかったのは、偏に

司会をやっている私の不手際以外の何物でもございません。その点に対しては、皆さんはじめパネラーの

皆さんにも深くお詫び申し上げたいと思います。

　最後に今日、大変長い時間、我々とともに議論に積極的に参加してくださった会場の皆様に心からお礼

を申し上げますとともに、パネラーの皆さん含めて、大きな拍手でこの最後のパネルを終わらせていただ

きたいと思います。よろしくお願いします。（拍手）どうもありがとうございました。

司会：ありがとうございました。以上を持ちまして、パネルディスカッションを終了いたします。最後に、

当初予定をしておりました大野　陽男に代わり、村嶋　英治　早稲田大学アジア太平洋研究センター副所

長・早稲田大学アジア太平洋研究科教授より閉会のご挨拶を申し上げます。

   もうすでに本日の主催者であります小林先生が最後に閉められましたので蛇足の感がございますが、一
言ご挨拶申し上げます。私、今ご紹介ありましたようにアジア太平洋研究センターの方の仕事をしておる

んですが、小林先生もそちらでメンバーをなさっております。私自体はタイの政治経済を研究しておりま

して、環境、あるいは自動車部品といったようなことについては全くの門外漢でございますが。

   ただタイで眺めていましても、環境問題がいかに深刻になっているかというのは日々感じるところでご
ざいます。例えば、タイのテレビでほとんど毎日、北極のシロクマが氷から海に落ちるそういうような画

像であるとか、あるいは2020年ごろにはバンコクのどれくらいが水に漬かっているかというようなことを

報道しております。またそれに対してどうすればいいかというようなことも、結構しばしば議論をしてお

ります。また、日本におりましてつい先日給湯器を買い換えたんですが、そうするとエコジョーズとかい

うのがあって、東京ガスの方でそれを使えば何パーセントか割引するとかですね。非常に環境問題、身近

な問題になっているということを痛感しております。

   その中で本日、その最先端かつ時宜を得たこのようなテーマで本日の会議が行われましたことを、本当
に心より感謝したいと思います。ご存知のように小林先生は、少なくともこの５、６年について言いまし

ても、一年に立派な本を２、３冊は出版されております。さらにまたこのような自動車部品に関する研究

所を主催されておりまして、本当に身を削って色んな面で活躍されております。私の希望としましては、

ぜひ健康にも気をつけられて末永く。この問題、本日の議論でもございましたように、今すぐ何か解決方

法があるというようなことではございません。これから長く皆さんに考えあるいは改良していただかなけ

ればならない、そういう問題でございますので、ぜひ小林先生も末永くこの問題に取り組んで。そのため

にも是非ご健康に気をつけていただきたいと願っておるところです。

   また足元が悪い中、本日多数の皆さんがこのように集まっていただきましたことも、主催者ではござい
ませんが心より感謝したいと思います。最後に主催者であります小林先生を含め、自動車部品産業研究所

の方にも感謝の拍手で終わらせていただきたいと思います。どうもありがとうございました。

司会：これをもちまして、本日のプログラムは全て終了とさせていただきます。本日は、長時間に渡りご

清聴いただきましてありがとうございました。なお、これより大隈タワーにて講師を囲んでの簡単な懇談

会を開催いたします。ささやかではありますが、お時間に余裕のある方はどうぞご参加ください。なお会

場の都合上、定員が120名となり次第入場を締め切らせていただきますので、予めご了承下さいますよう
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